
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
に
、
五
月
一
日
か
ら
改
元
さ
れ
る
新

元
号
が
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
典
拠
と
し
て
『
万

葉
集
』
の
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首 

序
を
并
せ
た
り
」
の
序
の

部
分
「
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑 よ

く
風

和
や
は
ら

ぎ
、
梅

は
鏡
前
の
粉
を
披 ひ

ら

き
、
蘭 ら

ん

は
珮 は

い

後 ご

の
香 か

う

を
薫 く

ん

ず
。」（
読
み
下
し
は

岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系 
万
葉
集
二
』
７
３
頁
に
よ
る
。
旧

仮
名
遣
い
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

「
か
さ
さ
ぎ
通
信
」
第
７１
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、『
万
葉
集
』 

巻
五
の
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首 

序
を
并
せ
た
り
」
は
、
天
平

二
（
七
三
〇
）
年
正
月
十
三
日
の
、
大
宰

だ
ざ
い
の

帥 そ
ち

大
伴
旅
人
邸
で
の

梅
花
の
宴
に
集
ま
っ
た
三
十
二
人
が
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。 

 

そ
の
第
四
番
目
に
筑
紫
守
山
上
太
夫
（
山
上
憶
良
）
の
歌
（
国

歌
大
観
番
号
八
一
八
）
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く
宿
の
梅
の
花 

独
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
さ
む 

 

（
春
に
な
る
と
最
初
に
咲
く
こ
の
家
の
梅
の
花
を
、
た
だ
一

人
で
見
な
が
ら
春
の
長
い
日
を
暮
す
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
）
と

い
う
歌
で
す
。（
当
時
、
旅
人
六
十
六
歳
、
憶
良
七
十
一
歳
） 

「
い
ｓ
ｓ
ｈ 

  

と 
 
 

 
こ
の
１
２g

tu
g
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                   

 

2019 年 4 月 1 日 発行 

 毎月第 2 金曜日 13：30～15：30 中央図書館研修室    

（参加自由 次回 4 月 12 日）            森三郎刈谷市民の会  「森三郎の作品を読む会」 

                   

 

森
三
郎
は
、
憶
良
の
こ
の
歌
を
題
材
に
し
て
『
赤
い
鳥
』
昭
和
八
年
一
月

号
に
「
梅
の
木
」
と
い
う
童
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
梅
の
木
が
う
ぐ
い
す
に
、

今
度
引
っ
越
し
て
き
た
人
は
「
名
高
い
歌
よ
み
の
、
山
上
憶
良
さ
ま
だ
。
」

と
教
え
て
い
ま
す
。
梅
の
木
は
自
分
の
こ
と
を
歌
に
詠
ん
で
も
ら
っ
た
の
で
、

そ
の
う
れ
し
さ
と
言
っ
た
ら
な
く
、
二
度
も
三
度
も
憶
良
の
歌
を
繰
り
返
し

歌
い
ま
し
た
。
森
三
郎
は
こ
の
童
話
の
中
に
『
万
葉
集
』
巻
五
の
九
〇
五
の

歌
も
載
せ
、
男
の
子
を
病
気
で
亡
く
し
た
親
の
悲
し
み
を
、
梅
の
木
に
ま
つ

わ
る
話
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

 

新
元
号
「
令
和
」
の
出
典
か
ら
、
思
い
が
け
ず
森
三
郎
童
話
と
の
つ
な
が

り
が
浮
か
び
出
て
来
ま
し
た
。
「
梅
の
木
」
は
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
森

三
郎
童
話
選
集 

か
さ
さ
ぎ
物
語
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

森
三
郎
は
古
典
に
題
材
を
採
っ
た
童
話
を
た
く
さ
ん
書
い
て
い
ま
す
が
、

『
万
葉
集
』
か
ら
題
材
を
採
っ
た
作
品
と
し
て
は
他
に
も
「
三
條
中
納
言
」

（
『
赤
い
鳥
』
昭
和
六
年
十
一
月
号
）
、
「
み
か
ん
」
（
昭
和
七
年
一
月
号
）
、

「
鼻
の
は
れ
も
の
」
（
昭
和
七
年
四
月
号
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
「
三
條
中

納
言
」
は
『
森
三
郎
童
話
選
集 

夜
長
物
語
』
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

森
三
郎
童
話
「
梅
の
木
」
と 

新
元
号
「
令
和

れ

い

わ

」
に 

つ
な
が
り
が
・
・
・
・ 

予
告 

「

第
７
回 

森
三
郎
に
親
し
む
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
！ 

 

日
時 

二
〇
一
九
年
六
月
二
日
（
日
曜
） 

午
後
一
時
半
～
三
時
（
受
付
一
時
～
） 

会
場 

刈
谷
市
中
央
図
書
館 

三
階 

大
会
議
室
（
自
由
席
二
百
人
） 

 

内
容 

「
平
成
三
十
年
度
森
三
郎
童
話
賞
子
ど
も
部
門
読
書
感
想
文
・
創
作
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
作
朗
読 

 
 
 
 

私
の
文
学
散
歩
「
森
三
郎
童
話
『
目
ぐ
す
り
』」（
ス
ラ
イ
ド
） 

 
 

 
 

『
赤
い
鳥
事
典
』(

二
〇
一
八
年
刊)

の
森
銑
三
・
森
三
郎
と
刈
谷 

 
 

 
 

バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
で
奏
で
る
あ
の
曲
… 

 
 

 
 
 
  

新
作
森
三
郎
童
話
紙
芝
居
「
赤
鬼
青
鬼
」（
第
十
作
目
、
ス
ラ
イ
ド
） 

 
 

子
ど
も
さ
ん
も
大
人
の
皆
さ
ん
も
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

かささぎ  通信 第 79号（新元号特別版） 

 


